1 ずゐ ぶん 遠い むかしの 話 だけれ ど、 由 はう どん 

やの 女中 をした 事が ありました。 短い あ ひだで はあり 

ましたが、 はじめての 奉公な ので、 これが お前の 寝る 

ところ だと 云 はれた 暗い 納戸の やうな 部屋へ 這 入り ま 

すと、 い つ べんに 涙が 噴き あげて 体が ちっとも 動かな 

いのです。 

その うどんや は 尾 道と 云 ふ 港町から 船に 乗って 小 一 

時間 位 ありました。 みんな 「いんのしま」 と 云って を 

リ ましたので、 由 は 「犬の 島」 とで も 書く のかと 思つ 

て をり ましたと ころ、 買って 貰った 切符に は 「因ノ 島」 

と 書いて ありました。 由は此 島で 短いながら 淋しい 三 



眉の 濃い 娘でした。 その 娘 は 銀色の 丈長と 云 ふの を掛 

けて、 ひっつめの 桃割れに 結って をり ましたが、 此島 

の置屋 (芸者 屋) の 娘で でも あるので せう、 仲々 はき 

はきと した ものごしで、 何が を かしい のか、 ラムネの 

栓を 抜いても くちにむ せてば かリゐ て、 はかばかしく 

ラムネの 水が 減って ゆきませんでした。 もう、 ぼつ ぼ 

つと おぼろげながら、 心の 日蔭 を 持つ やうに なって ゐ 

て も、 カラカラと ラムネの 玉の 鳴る の をき いて をリま 

すと、 まるで 子供の やうに 由 も 飲みたくて 仕方がない 

のです。 です が、 奉公に やらされる 位で ありまし たの 

で 切符 を 買って 貰って、 穴の あかない 五 銭 白銅 を もら 



だら うかと、 キヨ 口 キヨ 口 四囲 を 見 ま はして、 土方が 

通っても、 「あんた ラムネで も 飲んで 行きな さらん の」 

と、 まるで 大人の 女の やうな 言 ひぶり と、 姿で 笑 ひか 

ける のです。 「今度、 誰か ラムネ 飲まん かいの ゥ。 玉 

ァ抜 くの 面白い がの：：」 —— 二人 は、 それから 色々 

の 話 を 始める やうに なり ましたが、 行きし ぶく つて ゐ 

る 由 を うどんやへ 連れて行って くれたの も此 ラムネ を 

抜いて くれた 娘で ありました。 

2 由の 仕事 は、 家中の 誰よりも 早く 起き 出て、 表 

戸 や 裏口 を 開け はなち、 うどんの だし を 煮る 事で ぁリ 



ました。 朝早く 船へ 乗る ひとや、 船から 降りる ひとが、 

「うどん 出来る かァ」 と 云って 入って 来ます ので、 その 

客人 を 当て こんで 早くから 戸口 を 開けて おくのです。 

昆布 や、 煮干 を 大きな 木綿 袋に 入れ、 五右衛門 釜の や 

うな 鉄 釜に ひたして、 とろ 火で いっとき だし を 取る の 

です が、 その 間、 土間へ 水 を 打って、 バンコ (腰掛) 

や 台の 上 を 拭いて おくのが 仕事な ので ありました。 台 

の 上に は、 箸た てが 置いて あるので すが、 ここのお 神 

さん は吝 なので 割箸 は 使 はずに、 洗って 何時までも 使 

へる 青竹 色に 塗った 箸 をつ かって ゐ ました。 薬味の わ 

けぎ を 小さく 刻んで、 山盛り 皿に 入れて 出して おいて、 



の やうで、 〔# 「やうで、」 は 底本で は 「やうで 匕 満足な す 

みれ の 花 は 一 ッも 描いて ありませんでした。 

只、 その あやし 気な すみれの 絵に 説明が つけて ある 

ので、 やっと、 まるば すみれ だと か、 ひなす みれ なぞ 

と 判る のでした。 ひかげす みれ なぞ は、 花の 絵に 線 を 

引っぱって、 ここ 白な りと 書いて あって、 —— 木 かげ 

の 地に 生じ、 卵色の 根より 苗 を 生ずる 特長 ありて、 無 

茎 生で、 その 有 柄 葉 は 根 生し、 葉 は 楕円形で ふちに 鈍 

歯 を 有し、 薄く 毛が あり、 花 は 小さく 少なく、 色白く 

紫色の 線 あり —— なぞと、 判った のか 判らない のかむ 

つかしい 言葉で 書いて ありました。 



「うちの 先生、 本 にないのば ァ教 へて むつ かしい けェ 

なう」 

何時もの 癖の やうに 八ッ 口から むき 出しの 両腕 を 出 

して、 「お ほけ に」 と 由の ひざの 荷物 を 持って 立ち上り 

ま ^9 

「おい、 おかめ、 何よ ゥ しょる、 学校お くれてし まふ 

ぞ」 

床屋の 男の子が 同級生の くせに えらぶつて 云 ふの を、 

ひな子 は、 ニコニコ 笑 ひながら、 「わしと 並んで 行きた 

いの ぢ やろ ゥ」 と、 少女の なかに あり やう もない 嬌笑 

で 云 ひかへ すので した。 お ほかた、 父親 達が 置 屋へ行 



つて 呼び 馴れて ゐる その 名前 を、 自分 達 も 何時と はな 

く 覚えて 呼びよ くなる のでせ う、 町の 男の子 達 は、 ひ 

な 子の もう ひとつの 名 を 呼んで、 「おかめお かめ」 と 云 

つ て をり ました。 

3 由に とって 初めの 一週間 は、 極めて 長い 厭な も 

のに 思 はれまし たが、 段々 島の 風景が 眼に 浸み て 来 ま 

すと、 仕方がな いと 云った 落ちつき も 出て 来る ので あ 

リ ました。 それに 此島 では、 海に ひた ひたの 山の 根に 

添った 町な ので、 夜になる と 暑く もない のに、 どの 家 

の 戸口に も 人が 出て ゐて、 向う どうしゃ、 隣り どうし 



では 珍ら しい 事 以上に、 かへ つて 誇で でも ある 風に み 

んな話 をして をる のでした。 

「荒神 山へ おりく さんが 噴水 をつ くるち ふが の」 

「ほう、 さう かの、 いづれ 公園に でもす るん ぢゃ ろな」 

「女子で もやり てよ のゥ： • •」 

そのお りくさんが 或 日、 由 〔# 「由」 は 底本で は 「山 匕 

の 奉公して ゐる うどんや へのつ そり 入って 来て、 色々 

な 世間話の 末、 「 一 寸ょッ しゃん を 貸して くれん かの、 

今日は 大阪 から 弁護士が 二三 人 来る で、 女子が 足りん 

での ゥ」 と、 由の 顔 を チラと 見る のでした。 

夕方、 由 は ひな子に 連れられて、 町に 一軒し かない 



の 女の やうに 老けた 笑 ひ をしながら、 姉 芸者た ちの 真 

似で でも ありませ う、 「好かん がァ」 と 云って、 先生の 

ひざ を 厭と 云 ふ ほどつ ねって、 由の 方へ 走って 逃げて 

来る ので ありました。 〔# 底本 は 次 行の 空きな し〕 

4 由 は 二週間 も 過ぎる と、 妙に 空漠な ものが、 心 

にお そって 来て、 まだ 少女の くせに、 夜中 眠られない 

で 困って しま ひました。 うどんやの 家族 は 四十 歳に な 

るお 神さん が 主人で、 お 神さん の 両親と、 お 神さん の 

弟が 一 人ゐ ましたが、 此 家族 は 怒る こと も 泣く こと も 

亦 笑 ふこと もどつ かへ 忘れて でも 来た やうな 人達で、 



かけて 行く のです。 〔# 底本 は 次 行の 空きな し〕 

5 ひどく 淋しい 三 週間で したが、 由 は、 持つ 来た 

襯衣 箱 を 風呂敷に 包んで、 「まだ 子供で なァ すぐ 淋し 

がって、 使 ひにくう ござんし たらうな」 と迎 ひに 来た 

由の 母親と 一緒に、 由 は 船 着 場へ 降りて 行きました。 

「淋し かったん ぢ やろ ゥ、 由、 何 か 食べさせ ようかの 

::」 

由 は 露店 の 前にし やがん で、 母親と ァ ン パ ンを 食べ 

ました。 

店先の 蜜柑 も あたたかい 色に なって、 晚 秋の 風が、 
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